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事業の名称 「3.11伝承ロードNew Destinationプラン」〜地域観光資源と震災伝承施設を融合させた新たな周遊モデル開発事業〜

一般財団法人 3.11伝承ロード推進機構

プランの骨子

事業活動地域

 
三陸沿岸道路（以下「三沿道」と言う）は宮城県仙台市から青森県八戸市に至る359kmの自動車道路で、東日本大
震災の被災地を縦断することから国が復興道路として整備を進め、令和3年内に全線供用の予定である。
　この三沿道の特徴は、①東北道の八戸～仙台間の代替路となっている。②車線数は仙台市近郊50km間は4車
線、残りは2車線区間となっている。③沿道には休憩施設は少なく、SAは宮城県内に2箇所、PAは全線で5カ所にと
どまる。一方で沿道付近には12箇所の道の駅がある。④気候は降雪量が少なく、降雪期でも安全走行が可能であ
る。⑤リアス式海岸を通過することから沿道随所から風光明媚な景観を楽しめる。⑥東日本大震災の津波被害が甚
大となったエリアを通過する。⑦そのため、震災遺構や伝承施設が数多くあり、小中高の防災教育や修学旅行等に
活用され、震災伝承のメッカとなっている。⑧三陸沖は世界三大漁場の一つであり、魚介類を中心に豊かな食文化
がある。このような特徴を持つ三沿道エリアをステージとして、以下の事業を行う。

1.　事業の目的
　三陸沿岸道路沿道の観光コンテンツと震災伝承施設を融合させ、三陸沿岸地域の新たな交流人口創出に向けた
未来志向の地域活性化を図る」事業で、観光事業の基盤整備、魅力度向上に寄与し、観光コンテンツと周遊プログ
ラムの開発、担い手の「競争力」確保、「地域の持続可能性」向上、安全・安心のクオリティの向上を目的としていま
す。
２．事業の内容
　新たなツアールート開発に向け、より価値の高いコンテンツと周遊プログラムのあり方を模索し、持続可能な事業
環境のあり方を検討しながら、官民連携による環境づくりを強化するために３つの事業を実施します。
　　１）新たな周遊ルート開発可能性調査（常態化可能なツアールートの提案）
　　２）モデルルートにおけるモニターツアーの実施
　　３）三陸沿岸道路及び周辺エリアの魅力を伝える情報発信
３．事業のポイント
　　ツアールート検討にあたっては、多様な関係者（旅行業者、交通事業者、観光事業者、震災伝承施設、語り部団
体、道の駅駅長、通信事業者、医療関係者、有識者等）による三陸沿岸道路エリア検討会を発足し、コンテンツ、周
遊プログラム、ツアールートの検討を行う。

【震災伝承施設】

令和3年7月現在で、

288施設が登録されて

いる。

【来館者状況】

○陸前高田市にある東

日本大震災津波伝承

館の来館者数は、オー

プンから2年の9月末で

40万人を超えた。

○気仙沼市の東日本

大震災震災遺構・伝承

館の来館者数は、開館

から1年6ヶ月の9月末

で10万人を超えた。

リアス式海


